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お願いとご注意 


SoftBank 001 N 

















お買い上げ品の巧認 


このたびは、に oftBank 001 N 」 をお買い上げいた 
ださ、まことにありびと5ございまず。 

■ 001 N 本体 



■電池パック （ NEBAL 1) 



万一巧包内容に不足びある場合は、お買い上げの販売 
店にご連給ください。 

その他オプシヨン品につきましては、お問い合わせ巧 
( P .34) までご連絡ください。 


•本書では、 rso け日 ank 日 01 N 」 を「本機」と表 
記しています。 

• 本書で掲載している画面、操作手順は、本体色 
「スウィートピンク」のお買い上げ時を例に掲 
載しています。 

•本書の操作説明は、ボタンイラストを簡略化 
して記載しています。 




■クイックスタート ■お願いとご注意(本書) 


■保証書(本体) 



30 け ]3 ank 




ほ用が料 


使用菌所 

巧質、表面処理 

センターボタン 

PC 樹脂、アルミ蒸 
着処理 + UV コー 
ティ ング 

外側カメラリング 

A 日 S 樹脂、すず惑 
着処理 + UV コー 
ティ ング 

電池パック 
収納部 

ネジ 

鉄、亜鈴メッキ 
(ク□メート処理） 

USIM カード 
押さえカパー 

ステンレス合金 

電池端子 

銅合金、金メッキ 

充電端子 

銅合金、金メッキ 

電池パック(端テ） 

エポキシ樹脂 
(ガラスエポキシ)、 
金メッキ 


厂 
















マトとルールを守りきミに巧用しまいう 


A を険 


こんな使いかたはやめましよう 

本巧巧ご利用になるときに、誤った巧いかたをずると 
けがやな房の原因とな D まず。 


分巧 •》 造 

分解や改造をしないで < ださい。 

■ 

。ぐ 

を三‘ 

水濡れ 

濡れた手のまま使田したり、水がかか 
る場所で使用しないでください。 1 

も ■ 

巧電端子の接軸禁止 

巧電端子に金属などを触れさせない 
よラにして < ださい。 

> 

お 1 '\ 

お定品ながの巧用 

本機に使巧ずる機器は、当社の指定品 
ながのちのは使巧しないでください。 

A で' 却 

加熱の禁止 

電子レンジなどの加熱調理機器や高 
圧容器に本機や電巧パックを入れて 
加熱しないでください。 

防 

運西中 

自動車運転中のご使用は、法律で禁止 
されていまず。まをを全なところに停 
車させてか5ご使用ください。 

錢 




% E » こんな場合は必ず電源を切りましよう 



[ マナーモード] 

周囲の方の迷惑にな5ないよ5、本機か5音び出な 
いよラにしまず。 

话受画面で m (長巧し） 

I 簡易留守録 I 

音苗電話や TV コールに出日れないとさに、かけて 
さた相手の用件を本機に録音/録画しまず。 

诗受画面で區马(長巧し） 


广 






























































巧を上のごを意 


• ご语用の前に、この r 安を上のごま意」をよくお読みのうえ、正しくお巧 
い < ださい。また、お読みになつたちとは大切に保管してください。 

• ここに示したミ主意事項は、お使いになる人れ化の人への危害、なまへの損 
害を未巧に巧ぐための巧容をお載していますので、化ずお巧0 ください。 

• 本裝品の巧廣誤動作または不具合などにより、通話などの役さを面した 
ために、お客様、またはま兰ちが受けられた損害につさましては、当社は 
■任を負いかねまずのであ5か Ufe ご了をください。 


表示の説明 


巧の表示の区巧は、表示巧容を守らず、誤った巧巧をした場合に生じるち害 
や損害の程度を説巧しています。巧容をよく理巧した5えで本でをお読み 
<ださし、。 


A 危険 

この表示は1取 D 扱し巧誤った場合、 r 巧 t または 
重傷"1を負ラ危険が切迫してまじることび想を 
される J 內宫でず。 

A 警告 

この表示は.巧り扱し巧誤った場合、 r 巧 t または 
重垣 SI を負5可能性が想定される J 巧容です。 

A ま意 

この表示は.おり扱いを誤った場合、「居语 を負5 
可能性び想定される場合および巧的損害* 3 のみの 
発生び想定される」内容です。 


重傷とは、ホ巧•けび•高温やけど•旧温やけど(体温より高い温度の 
発熱体を長時間肌にちてているとな巧、水泡などの症找を起こすや 
けど）•感里•骨が•中養などで、を里症が残るものおよび治療に入院 
や長巧の通巧を要ずるわのをさします。 

*2 程傷とは、を療に入院や長巧の通院を至さない、けが•やけど•感里 
などをさします。 

夕3巧的損害とは、家屋•家巧およぴ家皇•ぺットなどにかかわる巧大損 
害をさします。 


お表示の説明 


巧の絵表示の区巧は、お守りし化だく内容を説明してしほず。内容をよく理 
巧した5えで本でをお読み < ださい。 


0 

窝止(してはいけないこと)を示します。 

客止 


您） 

分おしてはいけないことを示します。 

分解禁止 



水がかかる場所で使用したり，水に*6したりし 

水巧れ禁止 

てはいけなし1ことを示します。 


巧れた手で巧ってはいけないことを示します。 

おれ手窝止 





〇 

指示に基づ < 行為の強が【必ず実巧して U ただ< 

指示 

こと)をのします。 

を 

里源プラグをコンセントから巧いていただくこと 

巧巧プラグ 

を示します。 

を巧く 



本機•電池パック ‘USIM 力ード ‘AC アダプタ 
(オブション品）•卓上ホルダー(オプション品） • 
メモ U 力ード(オプション品）•ステレオイヤホ 
ンを換ケーブル(オプション品)の取り巧いにつ 
いて供通） 


A ち巧 


〇 本巧に巧用ずる里池ルツク ’AC アタブタ•卓上ホルダーは、ソフ 
トバンクび指定したをのを巧用してください。 

指定品 W 外のちのを巧巧した場合は、里おバジクの S 液•発駐 • 
Ji。 破を•発义や、 AC アダプタの発巧•発义•巧居などの原因とな D 

ます。 


/CgN 巧巧•改造•バンダ巧けなどち客なによる巧理をしなし\で< ださい。 

火ぶ•けが•感呈などの事苗[または故 g の原因とな0まず。また， 
至おバックの為巧•発お•旧を•発义などの原因とな D ます。 

巧巧禁止本得の改造は里波 sas とな D . 两則の巧まとなります。 


/®L 巧 S さないでください。 

水やべットのをなどの液巧が入ったとをに、；*れたまま巧贾し 
たり，*れた里おバックを充里すると、お敦•感至•义が•けが•巧 
が1れ禁±障などの原因となります。 

植巧場所I巧日扱いにごを意ください。 


0 ち通になる巧巧(义のそば、巧房器具のそば、直が曰巧の当たる 
巧所、巧天下の車巧など)で巧空•巧用•苗 S しないで< ださい。 
援おの変あ•巧房や星巧パックの巧液•発盘•を义•旧をの原因と 
禁止 なります。また、ケースの一巧がなくなり、やけどなどの原因と 

なることび友 D ます。 


Q 本なにが巧ルックを巧り巧けたり、 AC アダプタ•ステレオイヤ 
ホンを巧ケーブルを接統ずる店!、3まくおり巧けや接病ができ 
ないときは、巧 a に巧りなし巧ください。取 ft バックや節子の向 
禁止 をを担かゆてか6、西り巧けや接巧を巧ってください。 

里おバックを*巧•発南•破を•発义させるなどの原因となりまず。 


广 


























Q 本な•宙巧 K ック ’AC アダプタ•卓上ホルダー•ステレオイヤホ 
ン巧巧ケーブルを、加な詞理な苗(まモレンジなど）•宙圧客器 
(圧力尝など)のやに入れた D 、 空巧围巧萬 ( IH 詞巧器)の上に a 
禁止 いたりしないでください。 

里おパックの涅巧•発を•巧お•を义や、本括 ’AC アダプタ•卓上 
ホルダーのおお•结煙•巧义•故障などの原因とな D ます。 


〇 ブロ A ’ ジガス、ガソ U ンなどの弓 I 义巧ガスやな B のを生ずる巧巧 
(ガソ U ンスタンドなど)では、化ず事前に本巧の里巧をお切りく 
ださし、また、抑をしな L 巧くださ U 。 

括。ガスに弓伙する巧れがちりまず。 

ガソリンスタンド桶巧などでおサイフケータイ®巧応携帯里話 
をご利用になる居は、至おを切つたげ態で使用してください(に 
力-ド □ック を設定されてし巧場合は、 □ック を解除した上で里 
想をお切0< ださい)。 


Q S としたり、巧げたりして、巧い坦|8を与えなぃで< ださい。 

里おバックの是巧•発窃•破點•発义や义巧•感空•巧屋などのお 
因とな D ます。 

禁止 


〇 

指示 

巧用中•巧空中•巧含時に、夏音•発巧•夏 g など、ろまでと夏なる 
ことに気づいたときは、巧の作業を巧ってください。 

1 . コンセントから AC アダプタを持ってプラグを巧してくださし、。 

2. 本活の星湿を切って<ださい。 

3. やけどやけびにを意して、里おバックを取り外してください。 

具常な状態のまま使巧すると1火巧や感至などの原因とな0ます。 

Q 

禁止 

巧里細モや巧部接馬拥1子、メモリカードス□ットに水やペットの 
尿などの巧巧や# S 巧 男 巧 (お K のおや 金属片、 を属 K のネック 
レス、ヘアビンなど)び曲れないよ3にしてください。また巧巧に 
入れな U よ3にしてくださ 
ショートによる义巧やな g などの原因とな D ます。 


1 爪ミち意 1 


Q 

禁止 

ぐ S ついた台の上や巧いた巧など、不安をな巧所に B かないで 
<ださい。 

是下して、けびや®届などの原因とな0ます。バイブレータ設定 
中や巧至中は、巧にごを意ください。 


化巧巧の手の届かない巧所に保 g してください。 
誤って巧み込んだり、けがなどのお因となります。 


指示 


〇 子供が巧用ずるち合は、保ま吾び取 D 巧い方ミ去を巧无て < ださ 
い。巧用中においてち、指示どおりに巧用して U るかをごま* く 
ださい。 

けがなどの原因とな0ます。 




Q 湿おやほこ日のをいち巧や奋通になる坦巧には、保管しないで 
くだを U 。 

巧障の原因とな0まず。 

禁止 


〇 本巧を巧< とさに、ヒンジ却(可動巧)の巧のに指を巧まないよ 
ラにごま»<ださい。 

けびなどの原因とな日ます。 

指示 


電池パックの取り扱いについて 


E _ A 鎌_ ] 

巧池バックのラベルに記巧されている表示によ0、巧巧の挂巧を確認した 
上で、ご利用•化巧をしてください。 


表示 

呈おの種巧 

Li-ionOO 

U チウムイオン里巧 


Q 义の中に没下しなし1でください。 

里おバックをお液•破裂•発义させるなどの原因となります。 

禁止 


Q 巧を剌したり、 A ンマーでたたいた0、巧みつけた0、苗い面18 
をさえないで<ださい。 

里おバックを寫お•発新•化を•発义さだるなどの原因となります。 

禁止 


0 否ホ K ックの甜子に、巧をなどのを届巧を接曲さだなし>で< だ 
さい。また、旁否巧吴巧(班 S の芯やを g 片、を属 K のネックレ 
ス、ヘアビンなど)と一篇に宙池バックを持ち巧んだり保 B した 
禁止 りしなし、でください。 

星 j 化くックを涼ま•玻裂•発义させるなどの原因となります。 

〇 否おバック巧巧の巧が旧の中に入ったとさは、こず S ず、すぐに 
をれいな水で巧 U 流し、ただちに医師のを兵を受けて < ださし、。 
巧巧などの原因となります。 

指示 




〇 空ホ K ック巧がの巧が田]*やお旧に巧麵した苗合は、ただちに 
本巧の巧用をやゆ、され U な水で巧いミ巧して < ださい。 

巧»に毎害を起こすなどの原因とな D ます。 

指示 


〇 巧をの巧至時巧を超えてを巧巧び亮了しない苗合は、巧至を中 
止してください。 

胃くックを忌が^•巧裂•を义させるなどの原因となります。 

指示 


厂 




































〇 巧池バックの巧用中•巧巧中•ほ g 時に、夏臭•巧な•巧色•巧おな 
ど、さまでと吴なることに気ヴいたとをは、やけどやけびにを* 
_ してま巧ルックを巧り巧し、さ S に义ちか5まざけてくださし、。 

ち。夏常な状態のまま使用すると、里おバックを夏液•をお•化を•発 
义さはるなどの原因となります。 


〇 函巧バックが«巧した 0 、夏ちがずるとさは、ただちに巧用をや 
めて义気か S をだけて < だを U。 

届巧した巧巧に引义し.発义やおをの原因となります。 

指示 


Q 3下によるをおや S など WSB か S の街巧こより空せルックに是 
巧び見 S れたち合は、ただちに巧用をやめてください。 

里池バックの涅巧•発新•玻惡•を义やおおの故度•义がの原因と 
禁止な日ます。 


〇 

指示 


ベットび里池バックに巧みつかないよ5ごを*ください。 

里池パックの涅巧•発新•玻惡•を义やおおの故度•义がの原因と 
なります。 


么ミ主意 


Q 不夏になった里おバックは、一胜のゴ5と一活に巧てないでく 
ださい。 

端子にテーブなどをおり、個別回聊こ出すか、最寄りの r ソフトバ 
禁止 ンクショップ J へお持ちください。 

里おを巧別している巿の巧では、その規則に巧って処理してく 
ださい。 


本機の取0巧いについて 




Q 自 B まイク•自拓まなどのまり巧の里后中には巧用しないで 
<ださい。 

交通き巧の原因となります。 

Sit 案 D 巧を運転しなが5携帯里話を使用することは、法律で禁止 

ごれており、面則の巧まとなります。 

里転者ぴ使巧する場合は、駐存まが禁止されていない受をな場 
巧に止めてからご使用ください。 


〇 

指示 


巧な fl 号を田0巧5空モ巧枯の巧< では、本 
巧って < ださい。 
r ? なおび萬動だするなどの R 客をちえる場合があります。 

S ごを意いただをたい里モ活おの巧 J 
巧お器•植込み型む度ペースメーカ•お込み型お細動お•その 
他の医巧空気沒器•义災巧巧お•自動ドア•その化の自動制粗 
巧器など 




〇 

指示 

本宙の里法によ日里面[の安をに安田をさたす巧れびちるため、 
巧空6巧では里巧をお切0 < ださい。 

巧至をの安をに支障をさたす巧れがおります。 

航空お巧で携帯里話の星想を入れると、罰則の巧まとなる場合 
があります。 

«巧で巧巧 S 話が使用でさる場合は、お空を社の柔巧頁の指巧 
にがい适切にご恆巧ください。 

〇 

指示 

む房の巧 U 方は、蒼恒時のバイブレータ(お ill ) や S 居音■の設 
をにを*して<ださい。 

む店に R 客をちえる巧れび巧ります。 

〇 

指示 

屋巧で巧用中に、垂ぴ巧り出した己、すぐに空巧を切って居巧な 
どの安をなち巧に技曲して< ださい。 

落重や感里の原因とな0ます。 

Q 

禁止 

ホ巧巧ポートを目に向けて送垣しないでください。 

目に影普をちえる可能性があ D ます。 

Q 

禁止 

居巧空ち巧器などを装着しているち合は、巧ボケッ h や巧ポ 
ケジトへの度着はおやめくださ U 。 

本篇を医用呈気沒おなどのぶ < で库巧すると1医巧空気なおな 
どの巧障の原因となるるれびあ0ます。 

〇 

指示 

イヤホンマイクを本巧に装麵し、ゲームや音旁 B ちをずる巧合 
は、垣ちなポ U ュームに围節してくださし、 

音匿び大さすぎると麗底の原因となります。また.周囲の音が聞 
こえにくいと、き巧の原因となります。 

Q 

禁止 

エアバッグの巧 < のダッシュボードなど、エアッグの居巧に 
よる影 g びホ想される«巧に本«を a かないでください。 

エアバジグぴ居閉した場合、本活が本人や巧の人などに当たり. 
けがなどの事巧や巧度およぴ巧損の原因となります。 

〇 

指示 

巧び一、ディスフレイがやカメラのレンスを巧損した巧には > 割 
れたガラスや B おした本篇の巧巧にごま*<ださし、 
ディスプレイがやカメラのレンズの表面には、ブラスチックバ 
ネルを使用しガラスび巧敦りにくい構造となってお日まずび、 
誤って割れた®損部や S 出部に抽れますと、けがの原因となり 
ます。 

禁止 

本な巧の USIM 力ード挿入□やメモリカードス□ットに水など 
の否巧や金属片、がえやすいをのなどの夏巧を入れな US < だ 
さい。 

乂巧•感星•巧度の原因となります。 


町 




























A ミち意 


〇 本括の巧用によ0、皮]•に夏萬び生じた巧さは、ただちに巧用を 
やめて医巧の診兵を受けて<ださい。 

_ 本@ではな巧としてを巧などを使用しています。お客様の巧 a 

括。やな卸こよつては、かゆみ.かぶれ.湿孩などびまじることがあ 
ります(度用巧料 => P .2)。 


禁止 

巧気力ードなどを本 S に巧ヴけた D 、 巧んだりしないで < ださい。 
キャッシュ カード•クレジ ッ トカード•テレホンカード•フ □ッ 
ピーディスクなどの泣気データび消えてしま5ことびち D ます。 

禁止 

ストラップなどを持って本株を*り回さないでください。 
ストラップが切れたりして、本人や他の人に当たった0、けがな 
どの¥巧や巧 B およびほちの原因となりまず。 

〇 

指示 

本巧を長時固ご巧用になる巧合、巧に亩涅巧ちではなくなるこ 
とびちりますので、ごま»<ださい。 

長時間肌に苗れたまま使用していると、证活やけどになるをれ 
がち0ます。 

Q 

禁止 

雇居音び蜗っているとをや、本«でメロティを再ましていると 
き、 A ジスフ U - での坦話中などは、スピーカーに耳を巧づけな 
いで < ださい。 

お聴になる可能性があります。 

〇 

指示 

本巧を巧巧する店は、指やストラップなどを巧まないよ5ごを 
奋ください。 

けがなどの事巧や巧損の巧因とな D ます。 

〇 

指示 

デジタルテレビを視巧ずるとをは、巧巧巧るいち所で、画面か百 
おる程度の巧なを空けてご巧用ください。 

巧力ほ下につながる巧能性びあ D ます。 

〇 

指示 

イヤホンを巧用ずると定は音■におをつけてくださ U 。 

長時間使巧して難聴になった D 、 巧お大さな音が出て耳をいた 
めたりする原因となります。 

0 

禁止 

誤ってディスプレイを脚 i し、巧豆が竟れた宙合には、活かを □ 
にした0、 ® U 这んだ0、ち«につけた0しな U で < ださい。 

巧豆び目や口に入った巧さは、ずぐにをれいな水で巧し啸した 
だちに医師のを巧を受けて<ださい。また、田*やお巧に巧着し 
た S 合は、ずぐにアルコールなどでなさ巧 0、5 S で水ないして 
<ださい。 

巧巧や皮«に毎害を起こす原因とな0ます。 

Q 

本«になおを巧びたちのを巧 j けな U で<ださい。 

強い班気をぶづけると誤作動を引を居こす可能性があ D ます。 

禁止 



可 


USIM 力ードの取り巧いについて 


A ま意 

O USIM 力ードり CSB がを陌りかず巧は切巧面にごま»ください。 
手やおを毎つける可能性びあ D ます。 

指示 


AC アダプタ•卓上ホルダーの取り扱いについて 


A 善ち 

/巧否中は、巧や巧団でおおった0、包んだりしないで< ださい。 
t \ J 巧びこちつて义おや巧巧などの原因となります。 

禁止 


0 指定け巧の宙巧•巧圧で巧巧しないで<ださい。 

运定+の里お•里圧で使巧すると、义がや®居などの原因とな 
0まず。 

萬 It AC アダフタ: AC 1 00 V ~240 V 

(家庭用 AC コンセント専用） 

また、巧外お巧用として、巿おごれている r 変圧お」は使用しない 
でください。が《•感を故障の原因となります。 

C 長時間巧用しな U 巧合は、 AC アダブタを持ってフラグをコン 
セントか己巧いてください。 
gS プラグ感里•义巧•巧度の原因となります。 

を巧く 


を 

蛋涯ブラグ 
を巧く 


万び 一、 水やペットの巧などの巧がが入った巧合は、ただちに 
AC アダプタを持ってコンセントか百プラグを巧 U てくださし、。 
感里•発® •义災の原因となります。 


〇 

指示 

フラグにほこ0びついたとさは、 AC アダフタを持ってブラグ 
をコンセントか S 巧さ、をいた巧などで巧を旧って < ださし、 
义ぷの原因とな0ます。 

〇 

指示 

AC アダプタをコンセントに差し这むとさは、き上ホルダーの 
がモおよび AC アタフタのプラグや轴子に旁ま巧夏巧(苗»の 
ちやを属片、を属 K のネックレス、ヘアビンなど)び苗れないよ 
ラにを*して、苗実に差し込んでくだを U 。 

感里•ショート•义巧などの原因とな D ます。 

1) 

巧れた手で AC アタフタのプラグを巧き是ししないで < ださい。 
感里や故障などの原因となります。 

編れモ禁止 




































Q 

重び招り出した S 、 AC アダプタには巧れないでください。 

感里などの原因となります。 

禁止 


〇 

AC アダフタのコードが巧んだ巨巧用しないでください。 

感里•お敦 • 义災の原因となります。 

指示 


禁止 

AC アダプタや卓上ホルダーは、届 IS 巧などの湿気のをいち巧 
では巧用しな U でください。 

感里の原因とな D まず。 

Q 

禁止 

コンセントにつなびれたが巧で巧 a 谢モをシ 3— 卜させないで 
<ださい。また、巧 S 卸!子に手や指など、身巧の一却を曲れさせ 
ないでくだを U 。 

义が•巧障•感星•傷害の原因となります。 

0 

禁止 

AC アタプタのコードの上に fi いちのをのだた0しなし\でくだ 
さい。 

感里や义災の原因となります。 


1 A 注意 1 

Q 

禁止 

AC アダブタをコンセントに接規して U るときは、引っ掛ける 
など挂いお#をちえないで<ださい。 

けびやな居の原因となります。 

を 

電源プラグ 
を巧< 

お手入れの巧は、コンセントか己、必ず AC アダブタを持ってブ 
ラグを巧いてくだを U 。 

感電などの原因となります。 

〇 

指示 

AC アダプタをコンセントか台巧くとさは、コードを弓1っ坦 S 
ず、 AC アダプタを持ってプラグを巧いてくださ U 。 

コードを弓 i っおるとコードがおつさ，感呈や乂炎などの原因と 
な日ます。 

0 

巧れた空巧バックを巧函しな U で<ださい。 

里ホパックを発熟•発义•破裂させる原因となります。 

禁止 



可 


^ 巧巧を了巧は、コンセントか S プラグを巧いてください。 

义災や巧障の原因となります。 

電涯ブラグ 
を巧く 


0 坦否中は卓上ホルダーの巧 S 巧テに居時囚 K れないで<ださい。 
ほ温やけどになる巧れがあ D ます。 

禁止 


医用電気機器巧くでの取り扱いについて 


ここで記載している巧容は、「医用里気お器への是想のお客を防止ずるた 
めの巧巧巧話巧末等の巧用に関する指か」（空波廣境巧譲を[平成9年4 
月])に準视、な6びに r 空汲の医用な器等へのお暑に関ずる調査研究巧吿 
書」（平成13年3月「社団法人里波産業会」）のの容を参ちにしたちので 
す。 


A 警告 


〇 巧这みおむ g ぺースメーカおよび植込みお除巧動巧を装雇され 
て U る巧合は、ベースメーカ巧の装着巧なか S2 吕 cmW 上なし 
て巧巧および巧用してください。 

JhJT 里®によりお込み型む K ペースメーカおよぴ ffl 込み型除細動器 

の巧動にお普を与える場さがあります。 

〇 自を療養など医療巧图の巧で、植込み型む B ぺースメーカ石よ 
び植込み型おが！！!器!■リかの医用空気巧巧を巧用されるち合に 
は、里ぶによる影! S について旧別に医用ま巧巧器メーカなどに 
指で 担認してくださし、。 

里波によ日医用里気沒器の作動に巧呈をちえる場合びちります。 


〇 医巧设 M などでは、 W 下を守ってくだを U 。 本巧の巧迪により匠 
用空ち话おに影 S を及ぼず恐れびち0まず。 

-手術ま•集中をおき(に U ) •冠状動脈疾患監視巧室に CU ) に 
指で は,本援ぞ持ち込まなし、で < だごい。 

-病巧巧では、本巧の呈おを切って<ださい。里おび自動的に入 
る設を【アラーム巧能など)をしている場合は、設定を度除し 
てから里想を切って < ださい。 

-□ピーなど、漠帯呈話の法用を許可された場所であってを、ぶ 
<に医用至気な器ぴあるとをは本巧の里源を切って<ださい。 
-医療樓関が個々に使用禁止、持ち込3^止などの場所ををめて 
しぶち合は、その関の指示に巧ってください。 


〇 巧 g ままなどの混巧した巧巧にいるとをは、本宙のま巧を切っ 
て < ださい。巧巧に植这みおむ居ぺースメーカおよび巧込みお 
な巧 B 器を装着されている方びいる巧お性びち0まず。至近び 
指。自由!的に人る設 S ヴラーム a 能など)をしている苗合は、里定 
を巧除してか5里巧を切って<ださい。 

呈波によ D 、 植込み型むおペースメーカおよ口植込み型おが動 
器が誤動作するなどの巧客をちそる場合が巧ります。 


ド 



























お願いとごを意 


♦本巧は里班を库巧しているため、里波の弱 U ところ、およぴサービスエ U ア9+ 
ではご使用になれません。 また' ヴーピスエ U ア巧であってち、ピルの度•ビル 
巧•トンネル•巧下•山間部など、里波の弱いところ、里戒の届かな U ところでは、 
ご®巧になれません。また、巧話中やデジタルテレピ視巧中にこのよラな場所 
へ接動する場合、遇話やデジタルテレビ巧 g が途切れる巧合びありまずのであ 
らかじめご了承ください。 

♦公共の場巧でご利用いただくとをは，同囲の方の迷惑にな5ないよラに;ま意し 
て < ださい。 

• ホ行中にち信した場合は、固回のが巧を垣話し,安全な場所へ移動してか5ご 
使用ください。 

• 事なやな居などにより本篇/ メモ U カー円こ登録したデータ(空話お、画塚、サ 
ウンドなど)がミ肖巧.変化した項合の損きにつきましては，当社は責任を負し、か 
ねますのであ6かじめご了をくだごい。大切な里話帳などのデータは、控えを 
とっておかれることをおすずめしまず。 

• 本 S は S 波ミ去にちめ百れた無括局です。したびって、里波まに基づ < ち査を受 
けていただくことがあ D ます。ちら占がめご了をください。 

♦一般の呈話柱やテレビヴジオなどをお法いになっている巧くで使用すると I 影 
客をちえる場合が巧0ますので、なるべく巧れた場所でご巧巧ください。 

•房受(ぼラじゅ)にごを意 < だごい。本巧はデジタル信号を利巧した房受されに 
くい商品ですび、里波を利用している関揉上、通常のを段を赶える方巧をと5 
れたちさには.案兰をが故意に房をするケースをまったくないとはいえませ 
ん。この点をご理辑いただいたラえでご厘用ください。 

<房受とは> 

巧巧里巧の巧客を第兰若が別の到 la 巧玫意または巧がにき層することです。 

♦ストラッフなどを巧んだまま、本巧を巧0畳まないで < ださい。な!障やお損の原 
因とな D ます。 

♦至車などので通技関で使用した培ち、まれに里車などに垣巧されている里子 
樓器に»普をちえることがありますのでごを意ください。 

• 巧のよラな場巧は，里話がつなが百なかった D 巧音び入ることがあります。 

-裝氷*届など巧に活度が下がる場巧に宙かないでください。正巧に動巧し 
ないことび巧ります。 

-を届製家具などの近くに置かないでくだごい。里波が巧びにくくな D ます。 

-里気製品 ’ AV ’ OA 篇器などの班気を巧びているところ I 磁波び発をしてい 
るところに■かないでくだごし、（コンビュータ•里子レンジ•スビーカー•テレ 
ピ•ラジオ•ファクシ = U •まホ幻•ワープ□•里気こたつ•インバーターエアコン- 
空お請理おなど。） 

♦落下によるおおや巧などが部か6の® g により里ホパックに異常が見られた 
場合は、巧障巧巧窓口までご巧訪くだごい。 

♦巧めてお库いのとさや、長時間ご巧巧にな百なかったときは、ご®用前〔必ず 
巧里して < ださし、。 

• をが f ックの巧用時固は.使用巧境や呈椒む/クの斯ヒ度により異なります。 

• 巧のよラな項巧では、巧里しないでください。 

-湿気•ほこり•振動のをし谓巧 

-一坂の里話巧やテレピ•ラジオなどのぶ< 

• 巧里中、 AC アブプタが活か < なることがちりますが、真常ではありません。そ 
のままご便巧ください。 

• 強い衝單をちえないでください。また、巧里端子ををおさせないでください。 
苗!障の原因となります。 

•里おバックの梗用条件によ0、寿命びぶづくにつれて里おバックびおれる場合 
がありますぴ問围ありません。 


可 


• 本なの Fel に aU —ダー/ライター括能は,お想育のを許を要しない使巧周波 
巧13.已 6 MHZ ちの巧お里波を使巧しています。周囲で巧の U — ター/ライ 
ターをご使用の場合、十巧に巧してお使いください。また、他の同一固巧な巧 
を使用のお活局びぶ < にないことを垣認してお使いください。 

• 挂い磁力をぶづけないでください。巧障の原因とな D ます。 

•ディスプレイは金属などで摄つたり引つかいたりしないでくだごい。语つくこと 
があ D ® 度や破損の原因とな0ます。 


自動ま巧でのご利巧におたって 


•自動きなどを是起中に使用しなし、でくださし、。安をを行を損ない、事故の原因 
となります。法令によってをめられてし巧察止行為をした場合は的せ5れるこ 
とがあります。 

• 車を安全な場巧に存車させてか6ご梗巧ください。 

• 自動車巧で使巧した場合.ま種によっては、まれに車巧里モ樓おに影普をちえ 
ることびあるため I 自動車巧で使用する房は、十分な巧空磁波巧雷がごれてい 
るか、自動車お壳店にご巧認ください。安をを斤を損なう原因とな D ます。 


お取り巧いについて 


•水をかけないでくだごい。本巧•里おバック ’ AC アダプタ•呈上ホ j レダー•ステレ 
オイヤホン変巧ケーブル ’USIM 力ードは防水化おにはなっておりまはん。雨の 
あたる巧や風呂場など、湿気のをい巧での使巧はおやめください。また.身に 
巧けてし巧場き、汗による湿気によりの部が巧含し®苗の原因となりまず。こ 
れらの水ホれによる故居と判巧した場合、巧証对ま巧となり挖 a でをなしにと 
びあ D ますので、あ百かじめご了まください。 

•お手入れはちいたまらかい巧(めがねなをなど)で巧いてください。本篇のディ 
スフレイは、カラー巧呈画面を見やず < ずるため、特巧コーティングを施してち 
る場合がありまず。お手入れの房に.をいた巧などで強 <活ると.ディスプレイ 
にな力りく場合がありまず。お D 扱いには十分ごま意し化だを、お手入れは乾 
いたま e かい巧(めがねがさなど)でないてください。また、ディスブレイにザ 
おや巧れなどび付黃したまま®函すると、シミになったり、コーティングびはび 
れることびあ D ます。アルコール•シンナーベンジン•巧巧などで拭くと.印刷び 
消えた0、色が巧せたりすることが巧0ます。 

•端デは時々乾いた篇律で清巧して < ださい。端デび巧れていると接抽ぴ惠 < な 
り、里おが切れることびあります。また、巧里不十ザの原因となりますので I 巧 
れたとをは、端テをちいた巧、結巧などで巧いてください。 

•エアコンののを出し□の近くに函かないでください。急思な温度のを化によ D 
活豆し,巧巧が酉をしな苗の原因とな0ます。 

♦本括や里おバックなどにお a な力がかからないよ5に性用してぐださい。をく 
のちのび詰まった荷物の中に入れた0、衣服のポケットに入れて座った D する 
と I ディスプレイ•巧 scs 板•里巧バックなどの化損や故障の原因となります。ま 
た、巧が接続なおを巧卸接続端テに差した巧態の属合、コネクター化損や®度 
の原因となります。 

• 桂用中•巧里中、本巧は温かくなりますが、夏常ではちりません。そのままご巧 
用 < ださし、 

• カメラを直射曰光の当たる場所に巧置しないでください。索デの返色や規巧を 
を起こす岳合びあ D ます。 

•ディスフレイやキーまたはボタンのある面に、活端に厚みのあるシールなどを 
お5ないでくだごい。苗!居の原因となりまず。 

•本沒の里巧パックを長い間9+していたり,里お揉量のないげ態で放 S したりす 
ると、お客様び登録•設定した巧客びミ肖失または変化してしまうことびお D ます 
のでま意してください。なお、こ5した消ちやを化に居因する損害につきまして 
は当なは責任を負いかねますのであらかじめご了まください。 


町 






♦里ホバックは.呈お挂匿なしのが態で巧管や®雷をしないでくだごい。里ホ 
) 松クの性能や寿命をほ下させる原因となりまず。 

♦通常はかが接続端モキャップ、メモ！ J カードス□ットのキャップをはめたが態で 
ご使用 < ださし、ほこ日や水などび入り故障の原因となります。 

♦ステレオイヤホン変をケーブルや AC アダフタを外部接続端子か5巧<場合 
は、コードを弓 I っ里5ずフラグを持って巧しでください。〕ードを弓 I っ？1ると巧 
短や®障の原因とな D ます。 

• 巧け防止柱宿のあるコン t ントをご使用の場合、そのコンセントの巧巧説明書 
にがってくだごい。 

•極端なち温や低思は度けてくだごい。温度は5で〜35で、湿度は4已％~ 
8己％の巧囲でごほ巧ください。本苗を梗端に巧温な里巧に放置すると、自動 
的に里おが切れる餐合がありまず。 

•呈ホパックは消耗品です。巧用げ態などによって夏なりますび、十巧に巧里し 
てち使用時間び括端に短くなったとさは里お/む/クので換時巧でず。指定の巧 
しい呈お/。ックをお頁い巧め <ださい。 

♦巧里は、適正な周囲湿度巧で〜35で)の場所で行ってください。 

♦ FeHCaU - ダー/ライターな能は日本国巧で使巧してください。本括の Fel に a 
リーダー/ライター技能は曰本国巧でのお综規巧に準巧してしほす。巧外でご 
巧用になると巧せ5れることがおりまず。 

• にカード認証な巧は曰本国ので使用して < ださい。本巧のにカード認証活能は 
曰本国巧での巧括規巧に幸巧し巧定を巧得しています。巧外でご使巧になる 
とのせられることびあ D ます。 

♦ USIM 力ードにラベルやシールなどを化ったげ態で、本巧に巧り付けないでく 
ださい。巧房の原因とな0ます。 

•巧が接続端子に巧致接掃なおを接病する房に斜めに差した0.差したが態で 
弓 I っおった D しないでくだごい。苗! g や®損の原因とな0ます。 

• 里橄か卜を巧したまま拒用しなし巧くだごし、里ホ/む/クび巧れたり.細草や 
抵捐の原因となった D しまず。 


カメラについて 


お客様が本巧を利用して公菊こ吾しく迷惑をかける不ま巧ち等を行った場合、る 
律、条令 ( S 隱巧止条巧等)にがい処罰されることがあ0ます。 


Bluetoot がについて 


• Bluetoo 化®柱能は日本国巧で使用してくださし、本篇の田 uetoot が增能は 
B 本国巧での無巧規巧に巧曲し設ををお得しています。巧巧でご厘用になる 
とのせられることびあ D まず。 

♦本巧は. B 山 etoo 化"を使用した通信時の t キユ U ティとして、 Bluetooth * 
揉宰規巧に宰巧したセキユ U ティ援能に対応しておりますが.設定巧容などに 
よってセキユ U ティび十分でないち合があります。田 uetooth * を梗用した适 
信を行5房にはご注意ください。 

• Bluetooths を使用した通信時にデ-夕や情巧の病巧び発をしましても、責任 
を負いかねますので、あ百かじめご了をくだごい。 

•巧が巧をについて 

本巧の Bluetooth «« 能が巧用する周ぶな巧は 
巧のとお D です。 

(1) 2.4 : 2400 MHz 巧を库巧するおお設拥を 
表します。 

旧） FH :変围方すが FH-SS 方式であることを示します。 

(3) 1:巧ちごれるち干が里班が1 OmW 下であることを示します。 

(4) 1 ! : -I : 

吕400 MHz ~2483.5 MHz のを巧巧を库用し、かつ移動体設別装置の 
帯ほを回进不巧であることを意味します。 


(1)(2) (3) 

吕 .4 FH 1 


(4) 


可 


• Bluetoot がち巧なおの使用周波数巧では、里子レンジなどのを業が学•医療 
用な器のほか工場の製造ラインなどで使用ごれている移動な話別用の辑巧巧 
お局(巧許を要ずるお想局)、およぴ巧定か里力巧综局(巧許を要していない無 
综局)、な6びにアマチュア無巧届(巧許を要ずるお想局)び星用されています。 
-この援器を博用する前に、近<で该動巧話別用の得巧お按局およぴ巧定か 
里力巧保育な5びにアマチュアお巧局が里巧されていないことを植語して 
ください。 

-巧が一、このなおか5疫動な話別巧の巧巧無涼商に巧して有害な里波干渉 
の事巧が発生した場合には、速やかに恆用茵波数を変更するか、使用場所を 
変えるか、または里巧の発がを惇止した上、下記連巧先にご連巧いただを. 
混信回度のためのの證等(柄えば J てーテイシヨンの設■など)についてご巧 
鼓ください。 

-そのほか、この括器から移動な證別用の巧定か里力無想局あるいはアマ 
チュア巧综盾に巧して里巧干渉の事例が発生した場合など向かお困りのこ 
と力おきたときは、下記連活巧へお巧し、合わせくださし、。 

連巧先ソフトバンクモバイルお客さまセンター 
ソフトバンク巧巧里話占ろ157(無料） 

(-お里話か5おかけの場合、 r お巧い合わせ巧」 （ P .34) をを巧して 
<ださい。） 


無線 LAN について 


♦お篇 LAN 柱能は日本国巧で使巧してください。本機の瓶居 LAN な脚ホ日本国 
巧での無想規巧に宰巧し認定を巧得しています。巧9+でご使用になると罰せら 
れることが SD ます。 

♦至気製品 ’ AV’OA なおなどのお気を巧ぴてし巧ところや里な;巧が発生してい 
るところで使巧しないでください。 

-磁気や里気巧音のお客を受けると*!音び大をくなった0、通信がでさな<な 
ることがありまず(特に里子レンジ使用時には影普を受けることが巧ります)。 

-テレピ•ラジオなどに近いと受信度害の原因となったり,テレビ面面が乱れる 
ことが友 D まず。 

-近くに涅巧の無想 LAN アクセスポイントびをなし,同じチャンネルを巧用し 
ていると、正しくちおでさない場ちがあ D ます。 

♦固波毀[まについて 

お短 LAN 居をあおび使用する巧波数巧は、端末 
本巧の里巧;。ック挿入がに記おされています。ラ 
ペルの見かたは巧のとお D です。 

(1) 2.4 : 2400 MHz 巧を植用する無想設拥を 

表します。 

(2) DS :変围方す力の S-SS 方式であることを示します。 

(3) OF :変围方す力の FDM 方式でおることを示しまず。 

(4) 4 :想をごれる与モ巧距巧が 40 miy 下であることを示します。 

巧)1=11=11=1 : 

2400 MHZ 〜24日 3.5 MHZ の全巧巧を植巧し、かつ移動な識別装贾の 
巧巧を回度可能で巧ることを意はします。 

• 2.4 G Hz 巧器使用上のを意事項 

お综 LAN 搭載お器の使用茵波巧巧では、 S 子レンジなどの産業•科学•医療用 
巧器のほか工場の留造ラインなどで使巧されている移動体設別用の損巧巧想 
高询許を要するお爲敲およぴ特ミか里力お活局(巧許を要しないお巧局)な 
6 びにアマチュアお想局(巧許を要する無巧局)び星用されています。 

1 . このち器を使用する前に.近 < でち動体識別用の構巧無摄育およぴ特定か 
里力無緑局な5ぴにアマチュア巧緑育が里巧されていなしにとを坦認して 
<ださい。 


(1) に） （3)(4) 
2.4 DS/0F 4 


町 














2. 万が一、この得器から孩動巧盡別用の植巧お涼局に巧して有害な里波モ 
渉の事例力 S 発生したち合には、速やかに恆巧巧抵巧を変更ずるか至波の発 
おを傳止した上,下記連箱先にご連経いたださ,混信回巧のための処宙など 
卿えば、バーティシヨンの設宙など)についてご巧敎くださし、。 

3. そのほか、この技おか5移動巧围別用の巧をか里力無保育あるいはアマ 
チユアお巧育に巧して里波干渉の事例が発生した場合など巧かお困 D のこ 
とが居さたとさは、下記連結巧へお問い合わせ < ださい。 

連結巧:ソフト/じクモバイルお客さまセンター 
ソフト/てンク巧を里話か6157無料） 

(一お里話か5おかけの場を、 r お問いさわせ巧 J (P.34) を参巧し 
て < ださい。） 

-航空な巧の使用は、事前にるが[空をなへご®誘ください。 


著作権などについて 


音楽、映がコンビュータヴ□グラム、データベースなどは吾作柜まにより、その 
舌巧巧および著作巧ちの権利び巧護されてし巧す。こ5した著作巧を担製ずるこ 
とは、個人的にまたは家庭巧で巧用する目的でのみ行うことができます。上記目 
的を泣えて、«利ちの了承な < これをち製(データお式の愛巧ををむ) .K 変、善 
巧巧の譲活、ネットワーク上での面信などを巧5と、 r 吾作権运害 J r 害巧権人権的 
度害 J として損き暗宿の請求や刑き処罰をまけることびあります。 

本柱を使巧して涅君など行ラ場合は、吾巧ちまを进守のラえ、適切なご使巧をむ 
びけていただきますよう、お馬しル化します。また、本括にはカメラ柱能び搭巧さ 
れておりますが、本カメラな能を使用して記綜したものにつをましても、上記と同 
待のち切なご任用をむぴけていただをますよ5.おおいいたします。 

本括に搭属のソフトウェアはき作巧であり、き巧宿.き巧ち人巧宿などをはじめと 
する著作ち等の権和が S まれてお日、これ5の復利は吾作宿法によ D 保雷されて 
しほす。ソフトウェアのを卸または一がを垣製、偉正あるし、はな変したり、八ード 
ウェアから巧班したり、逆アセンブル、逆コンバイル、 U バースエンジニアリング等 
は行わないでください。第与者にこのよ5な巧ちをさせることを同なでず。 


機能制限について 


本«をまち•巧的•居用田巧用しなかった場合はテレビの g 巧び巧用でさなく 
な日ます。 


ま意 


改追された本機は g 巧に巧用しないでください。改造した巧器を梗巧した場合は 
里波をに担抽しまず。本おは、呈波巧に基づ < 特定無涼設面の巧術基牵這合証巧 
等をまけてお0、その証として r 括適マーク受 J が本巧のお巧シールに表示され 
てお日ます。本篇のネジを巧して巧がの改造を行った場合、巧巧基準適さ註巧等 
び無効とな D ます。巧巧夏巧适さ証巧等がお巧となった巧態で使用ずると、里波 
猫こ担抽しますので.给巧に使用されなしぶうにおおいいたします。 


可 


知的な産権について 


•お客様び本致品を利用して巧おまたはインターネット上のホームページから 
のダウン□-ド等により巧得したで章、画あ音策ソフトウェアなど第=者が 
普作桂を有するコンテンツは、あ的使用目的のち製や引用など害作権法上記 
められた場さをおき.き作巧者におがで垣製.改巧、公巧を信等ずることはで 
をません。 


実まや貝巧、居巧巧などには、私的梗巧目的であってち*影または窗音を制限 
してし巧場合がありますのでごま意ください。 

また.お客様が本製品を利巧して本人の同意なしに化人の肖巧を巧おした D、 
巧おした化人の肖唐を本人の同意なしにインターネット上のホームページに 
指巧するなどして不特定を巧に公開することは、肖ま宿を侵害するおそれがち 
りますのでお控えください。 

•モバイルウィジ エッ ト、 S! アブリI TV コール、 S! 情巧チャンネル、 S! 空話拒バッ 
クアップ、 S! メール、 PC メール、 S! 速巧ニュース、 S! GPS ナピ、デ〕レメール、 
PC サイトブラウザ、お舌アプリ,安む适巧□ック、お天気アイコン、ナビアプリ， 
ケータイ Wi-R、 タダデ〕、タダコミ、タダゲーム、タダ巧ばんは，ソフト J じクモ 
バイル株式を杜のき録商摄または商標です。 

• SOFTBANK およびソフトバンクのを称、ロコは曰本国およ口その巧の国にお 
けるソフト J くンク株式会社の登资商揉または商標です。 

• rVahooU およぴ rvahoourv リの□コマークは,ホ国 Yahoo! Inc. の登録商 


標または商標です。 

• 「おサイフケータイ J は、株式を社 NTT ドコモの登録商標です。 

• T がは Nuance Communications, Inc.. およぴ米国その化の 




願’ 


国における Nuance 所有法人の商標または登録商標です。 


• microSD. micraSDHC □コは SD-3C. LLC の 
商標です。 


nicro 


麗 


• 本製品は、 MPEG-4 Visual Patent 


Portfolio License に基づさライセンスされており I お客様が旧人的かつ巧営 
利目的において UTF に記我ずる場合におしでのみ使用することび記め6れて 
し1ます。 


- MPEG-4 Visual の規巧に華巧する動画似下、 MPEG"4 Video) を記録 
する場合 

-旧人のかつが営利的’活動に巧事するおき者によって記窃された MPEG*4 
Video を再生する場合 

- MPEG-LA よ D ライセンスを5けた提供音により提供された MPEG-4 
Video を再まする場さ 

フ□モーション、なの用、営利目的などその化の用をに®用ずる場合には、ホ 
国ま人 MPEG LA. LLC にお巧い合わはください。 


I 本製品は Adobe Systems Incorporated 
の Adobe* Flash* Lite™ および Adobe* 

Reader* 巧術を搭置してしほす。 

Adobe Flash Lite ; Copyright© 

199 已 -2010 Adobe Systems Incorporated. All tights reserved. 


□ 


ADOBE . 

FLASK 

ENABLED 


Adobe Reader : Copyright© 1984-2010 Adobe Systems 


Incorporated. All rights reserved. 

Adobe、Reader、 円 ash およぴ円 ash Lite は Adobe Systems 


Incor 日 orated の米国およ口その化の国における登録商標または商標です。 


• QR コードは巧式を社デンソーウェーブの登録商標です。 

• Powered by JBIend™ Copyright 2002 -2010 Aplix 
Corporation. All rights reserved. 

JBIend およぴ JBIend に関運する商標は，日本およびその他の 
国における巧式をなアプ U ックスの商標または畳録商標です。 


食 

] Blend ' 
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Java 


• Java " は、米国 Sun Microsystems , Inc . の米国および 
その化の国における商揉または登摄商涅でず。 

♦「ちうた Mr ちうたフルは、巧すをなソニーミュージックエンタテ 
インメントの登録商標でず。 

• [ Twitter 」 のち抓□コは, Twitter . Inc . の登録商標です。 

•本致品は、インターネットフラウザおよヴメーラとして、 I ぃ 

株式をな ACCESS の NetFront Browser および 么广 YfF ご C … 

NetFront Messaging 口 ient をち度しています。 ししし s >0 

Copyright © 2004 -20 10 ACCESS CO 。 NjP 任!* PH だ 

LTD . lM<®le Oent Suite 

ACCESS 、 NetFront は株式をな ACCESS の日本またはその化の国におけ 
る商摄または登録商標です。 

本製品のソフトウェアの 一 SE が 〔 Indep 饥 dent JPEG Group が H 発したモ 
ジュールがをまれていまず。 

• 本製品は、で書閲篇あ能として株式会社 ACCESS の NetFront 
Document Viewer を径載しています。 

ACCESS 、 NetFront は.株田;を社 ACCESS の日本またはその化の国におけ 
る商摄または登録商標です。 

• 本製品は、株式を社 ACCESS の IrFront を | KFl * On ^^ 

活巧しています。 

恩2009 ACCESS CO .. LTD . Ail right reservecLACCESS ' lrFron 甘ま、 
巧なをな ACCESS の曰本またはその化の国における巧语または登资商信で 
す。 

• Bluetoo 化とその口づマークは ， Bluetooth S に，， 

Inc . のき録商摄で、 NEC カシオモ"イルコミュニ I 
ケーシヨンズ株式を社はライセンスをまけて使巧 
しています。その化の商揉およ口を巧はそれぞれの所有者に帰属します。 

• r マルチタスク/ MULTITASK 」 r 感情お巧 s せメール」 r いつをのメール J 
「フライ"シーアング ji/j r ライフヒストリーピューア jr クイックインフォ J 
「デスクトップインフォ jr クイックアルバム jr ワード予測 jr ともでん J 
「とをまとめ一る BOX」「NEC SUPER TOWNJ は、 NEC カシオモバイル〕 
-ュニケーシヨンズ株式をなの商標または登録商療です。 

• 本製品口ん日本里気株式をなのフォント 「 FontAvenueJ を库用してしほず。 

• Powered By Mascot Capsule / Micro 3 D Edition 
MASCOT CAPSUL 日ま,なすを社エイチアイのき録商语でず。 

• 胡イド、 G ^ GUDE 、 G ガイ阿/り•ル , &GUIDE MOBILE 、 およぴ G ガイド関運 
ロコは,ホ Gemstar-TV Guide International , Inc またはその関係を杜の 
B 本国內における登録商涅または商揉でず。 _ 

• IrSimple ™、 IrSS ™ または IrSimpleShoti " は 、 Infrared P |||| 

Data Association ，’ の商標です。 | JU n ，,, 

• / レりくーク U アポイスは SRS Labs , い c . よりライセンスご AHwiat ™. 

れた SRS VIP + 巧術に S づき製品化されてしほす。 

SRS 、 VIP +、 および@記号は SRS Labs , Inc . の商標です。 

• TruMe 出 a と Dialog Clarity 巧巧は 
SRS Labs , Inc 力ろのライセンスこ 
基づさお品化されていまず。 

TruMe 出 a . Dialog Clarity ' SRS と 
@記哥ま 、 SRS Labs . Inc . の商標です。 


©Bluetooth' 


srs の srs @ 

Dialog Clarity TruMedia 5.1 


可 


•本製品には GNU General Public Uc 饥 se ( GPL)、GNU Lesser 
General Public Ucense ( LGPL ) その他に基づをライセンスされるソフト 
ウェアびさまれています。 

当該ソフトウェアに関する詩細は， 
httpV / www . n - keitai . com / guide / downkDad / 

のに PLLGPL 等について J をご篇ください。 

• PhotoSolid ®； MovieSolid *、 日山 ckPanorama ’，’ および□コマークは、巧式 
をなモルフォの B 本またはその化の国における登録商標です。 

♦フレーム浦間巧能には株式をなモルフォの F 旧 meSolidi 巧採巧しておりまず。 

FrameSolicn ホ、株式を社モルフォの畳録商標です。 

♦画像ち速表示巧师〔は株式を社モルフォの ImageSu ザを採用しております。 
ImageSu ザは株式をなモルフォの登摄商揉です。 

• BookSurfing は巧式を社セルシス、株式をなボイジャ ー I 巧式を社インフォシ 
ティの登録商標です。 

• ぶ〕は、フェ U カネットワークスなすを社の登録商寝です。 

• FeHCa はソニー株式をなび巧発した巧接曲に力ードの按術方式です。 

FeHCa はソニー巧式をなの登窗商標です。 

• Suica 、 モバイル Suica は、索日本巧客な道株式を社の登録商揉です。 
♦「 Edy (エディ U は、ビジトワレット株式を社び管さするプ U ペイド型里モマネー 

サーピスのブランドです。 

• Microsoft . PowerPoint . Excel , Windows . Windows Media およ口 
Windows Vis はは、米国 Microsoft Co の oration の,米国およびその化の 
国における登録商標です。 

• Windows は Microsoft Windows operating system の陌巧;として表記し 
てし1まず。 

• AOSS ™ は、株式を杜/ C ッフア □-の商標でず。 

♦その他、本書に記載されているを社ちおよび商品•サービスをは、香なの商標 
または登窗商標です。 
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携帯電話傑の腹鹏 (SAR) 口いて 


この博種の D 1 N〉 の资を呈話柱は、国がミめた至波の人巧の収に関する巧術 S 
準に適さしています。この巧術皇華は、人巧頭部のそばで使用する巧ち空話巧な 
どの巧想樓器か6送出される里巧び人間の埋康に R 客を远ぽさないよ5、科学 
的根巧に基づいてをめ5れたちのでち D、 人体頭部に吸収される里巧の平ちエネ 
ルギー量を表ず比吸収率 (SAR:Specific Absorption Rate) について、これび 
2W/kgS の許容値を赶えなしにととしています。この許客値は、巧巧者の年がや 
身巧の大ささに M 保なく十巧な安を牵をるんでお世巧巧裡任関 (WHO) と協 
力関深にある国廣巧里度巧が括防護を頁を(に MRP) が示した国居的なガイド 
ラインと同じ値になつています。 

&巧術 S 宰については，里®法関運省を(おお設届規則第14まの 2) で沒定さ 
れてし1ます。 


この巧巧呈話巧の01 N> の SAR は、 0.541 W/kg でず。この値は、国びミめた 
方組こない、携帯里話巧の送信里力を S 大にしてま陋された*大の値です。個々 
の製品によって SAR にをかの差異が生じることちありますび.いずれち許客値を 
雨是していまず。また、巧ち至話得は、巧巧 S 話基化育との通信に必要な最ほお 
のち信里力になるよラ設計ごれているため、実居に巧話しているが態では、通常 
SA 刊まよりかさい値となります。 

SAR について、さらに詳しい情報をお知りにな0たい方は,下記のホームページ 
をご参巧ください。 

おお省のホームページ 

http://www.tele.sQumu.go.ip/j/ele/index.htm 
社団を人里波屋美会のホームページ 
http://www.arib-emf.org/ 


r ソフトパンクのポディ SAR ポリシ ーJ について 


•ポディ(身術 SAR とは:携帯 g 話な本体をき柄こ爱*した状おで、携帯里話括に 
イヤホンマイク等を旁雷して:适話をしたちさの«大ち恒 g 力時での比吸収を 
(SAR) のことです。 

«比吸収を (SAR) :6巧間連病通話が態で測定した恒を}!巧しています。 

"巧巧装着の場合:一お的な巧を呈話の装是法として貴巧から 1.5 センチに巧摩 
を巧ち巧帯里話ちの背面を身巧に向ける位豆で測ち試島を実巧しています。呈 
波ばく S 要件をおたすためには、身巧か百1 .5t ンチの巧巧に携ま S 話を固定出 
来る装き具を使用し、ベルトクリツフやホルスター等にはを属部品のきまれてい 
ないをのを涅んで < ださい。 

ソフトバンクモパイルのホームぺージか5も巧客をこ巧認いただけます。 
http://www.softbankmobile.co.jp/ia/info/pubiic/emf/emf02.html 


~ 23 \ 


r 米国連巧通信委員会 (Fcc) の電液ばく露の影智こ関ずる情活 J 


米国連邦通信き員をの指がは、巧立した科学 a 関が定期的かつ周到に巧を的研 
巧を巧った活果策定された基華に基づいています。この許容個主,巧用者の年お 
や届康状態にかかわらず十せに受をな値となっています。摄ま呈話樓か5送出さ 
れる里波の人柄こ巧する»空は、比の収を (SARSpec 讯 C Absorption 
Rate) とし1う単位を用いて測をします。 FCC でをゆられている SAR の許容圃ん 
1 .6W/kg となっています。測を試験は柱種ごとに FCC びをめた S 準で実巧ご 
れ、下記のとおり本巧巧說巧書の記載に巧って身巧に装苦した場合は 0.36W/ 
kg です。 

身体装岳の場合:この携ち呈話沒の01 N〉 で肤一お的な携ち里話の装着まと 
して身なか51.己センチに巧战を巧ち携帯空話なの背面を身巧に向ける位豆で 
測定試度を実施しています。 FCC の里波ばく空要件を巧たずためには、身巧か5 
1.5t ンチのお風こ巧帯里話を固定出来る装身具を使用し、ベルトク U ップやホ 
ルスター等にはを届部品のをまれていないをのを里んで< ださい。 

上記の条件に該当しないま身具は、 FCC の里巧ばく S 要件を巧たさない場さち 
あるので巧用を度けてください。比吸収を旧 AR) に関するさ日こ詳しい情報をお 
狂10にな0たい方は下記のホームぺージを参麻してくだごい。 

Cellular Telecommunications & Internet Association【CTIA) のホームぺージ 
http ソ /www.phcinefacts.net (巧でのみ） 


r 欧州における電波ぱ<露の影響に関する情報 J 


この巧ち電話巧〈001 N> は巧巧ち受信括おです。本品は国展おかの巧おする呈 
巧の許容値を赶えないことを垣認しています。この指がは、巧立した巧学な関で 
ある国居が電 SK 前巧防護委員会(に MRP) ぴ巧定したをのでお0、その許客值 
はI梗巧者の年がや埋康状態にかかわらず十おに安全な値となっています。 

巧を里話篇からを出される里波の人巧に巧ずる影置は、比吸収幸旧 AR: 
Specific Absorption Rate) という単位を巧いて測定します。巧ち巧器におけ 
る SAR 許召値は 2W/kg で、育巧に装雷した場合の SAR の a 再値は0.321 W/ 


kg です。 

SAR 測定の段には.を信里力を S 大にして測定するため、奏厲に通話してしぶが 
態では、通常 SA 刊まよ D かさい値とな0ます。これは、摄ま至話柱は、通信に化要 
な S 脚居のを信里力でき化育との通信を巧5よ5に設計されてし巧ためでず。世 
巧な健樓関は、モバイルな器の®用に関して,現在の科学情報では人体への悪 
影普は届話されていないと表巧しています。また,電逝の R 普を巧えたし谓合に 
は、通話時間を巧くすること、または巧ま里話巧を頭がや身巧から巧して使用す 
ることが出巧る A ンズフリー用篇器の利用を推奨してしほず。さ百に爵しい情巧 
をお知りにな D たし喝合には世讯呆涅ち関のホームベージをご参巧くださし、 


http ソ /www.who.int/emf (巧でのみ） 


35身柄こまちした場さの a 定試 g は FCC が定めた S 華に巧って実®ごれていま 
ず。値は欧州の条件に夏づいたをのです。 
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General Notes 


Electromagnetic Waves 


For body-worn operation, this handset has been tested and meets RF 
exposure guidelines when used with accessories containing no metal, 
that position handset a minimum of 15 mm from the body. Use of other 
accessories may not ensure compliance with RF exposure guidelines. 


SAR Certification information 


001N meets the technical standards set by the Ministry of Internal Affairs 
and Communications (MIC) regarding radio wave absorption by a human 

These technical standards have been established on a scientific basis 
to prevent radio waves emitted from wireless devices such as mobile 
phones from affecting human health. These standards require that the 
SAR (Specific Absorption Rate), an indicator of the amount of average 
radio frequency energy absorbed in the side of a human head, must not 
exceed 2 W/kg*. This value includes a substantial safety margin to assure 
the safety of all persons, regardless of age and physical size. The value is 
equal to the international guideline recommended by the International 
Commission on Non-Ionizing Radiation Protection (ICNIRP) that has a 
cooperative relationship with the World Health Organization (WHO). 

• The technical standards are stipulated in the Radio Law (Article 14-2 of 
Ordinance Regulating Radio Equipment). 

The highest SAR value is 0.541 W/kg for 001 N. This value was obtained 
in accordance with the MIC testing procedure with handset transmitting 
at its highest permitted power level. While there may be differences in 
SAR levels for various handsets, they all meet the M に 's permissible value. 
Because mobile phones are designed to operate at their minimum power 
level required to communicate with base stations, the actual SAR of 
handset during a call is usually below the highest value. 

For more information about SAR, see the following websites: 

■ Ministry of Internal Affairs and Communications (M に） 
http://www.tele.soumu.go.jp/e/sys/ele/index.htm 

■ Association of Radio Industries and Businesses (ARIB) 
http://www.anb-emf.org/ 

(Japanese) 


SoftBank's Body SAR Policy 


Body SAR: Value obtained from continuously talking with handset 
placed on the body using earphone-microphone at maximum 
transmission power. 

Specific Absorption Rate (SAR): Value obtained from talking 



■ Placement on the body: Measurements are taken with the rear of 
handset facing the body at a distance of 1.5 cm as the standard 
handset position. In order to comply with radio frequency exposure 
requirements, use an accessory (e.g. belt clip, holster) that does not 
contain metallic parts to maintain a 1.5 cm separation between the 
body and handset. 

For more information, see SOFTBANK MOBILE Corp. Website (Japanese): 
http://www.softbankmobile.co.jp/ja/info/public/emf/emf02.html 

可 


FCC Notice 


• This device complies with part 15 of the FCC Rules. Operation is subject 
to the following two conditions: 

(1)This device may not cause harmful interference, and (2) this device 
must accept any interference received, including interference that may 
cause undesired operation. 

• Changes or modifications not expressly approved by the manufacturer 
responsible for compliance could void the user's authority to operate 
the equipment. 


FCC Information 



00 IN has been tested and found to comply with the limits of a Class 
6 digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are 
designed to provide reasonable protection against harmful interference in 
a residential installation. This equipment generates uses and can radiate 
radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with 
the instructions, may cause harmful interference to radio communications. 
However, there is no guarantee that interference will not occur in a 
particular installation; if tnis equipment does cause harmful interference 
to radio or television reception, which can be determined by turning 
the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the 
interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and receiver. 

• Connect the equipment into an ou 甘 et on a circuit different from that 
to wnich the receiver is connected. 


♦ Consult the dealer or an experienced ra 出 o or TV technician for help. 


FCC RF Exposure Information 


001N is a radio transmitter and receiver. It is designed and manufactured 
not to exceed the emission limits for exposure to radio frequency 
(RF) energy set by the Federal Communications Commission of the U.S. 



The guidelines are based on standards that were developed by 
independent scientific organization through periodic and thorough 
evaluation of scientific studies. The standaras include a substantial safety 
margin to assure the safety of all persons, regardless of age and health. 
The influence on the human body of radio waves emitted from mobile 
phones is measured employing a unit known as the Specific 
Absorption Rate (SAR). The SAR limit set by the FCC is 1.6 W/kg. The tests 
are performed in positions and locations (e.g. at the ear and worn 
on the body) as required by the F 仁し for each model. 

The maximum SAR value for this model handset when tested for use at 
the ear is 0.35 W/kg and when worn on the body, as described in this user 
guide, is 0.36 W/kg. 









Body-worn Operation; this device was tested for typical body-worn 
operations with the back of handset kept 1.5 cm from the body. To 
maintain compliance with FCC RF exposure requirements, use accessories 
that maintain a 1.5 cm separation distance between the user's body and 
the back of handset. The use of belt clips, holsters and similar accessories 
should not contain metallic components in its assembly. Non-compliance 
wfth the above restrictions may result in violation of FCC RF Exposure 
guidelines. 

The use of accessories that do not satisfy these requirements may not 
comply with FCC RF exposure requirements, and should be avoided. 

The FCC has granted an Equipment Authorization for this model handset 
wrth all reported SAR levels evaluated as in compliance with the FCC RF 
emission guidelines. SAR information on this model handset is on file with 
the FCC and can be found under the Display Grant section of 
https://gullfoss2.fcc.gov/oetcf/eas/reports/GenericSearch.cfm 
after searching on FCC に A98-MQJ35 が. 

Additional information on Specific Absorption Rates (SAR) can be found 
on the Cellular Telecommunications & Internet Association (CTIA) website: 
http://www.phonefa 比. net. 


European RF Exposure Information 


COIN is a radio transmitter and receiver. Tnis product has been confirmed 
not to exceed the limits recommended by international guidelines for 
radio frequency. 

These guidelines were developed by the independent scientific 
organization International Commission on Non-lonizing Radiation 
Protection (ICNIRP) and include a substantial safety margin to assure the 
safety of all persons, regardless of age and health. 

The influence on the human body of radio waves emitted from mobile 
phones is measured employing a unit known as the Specific Absorption 
Rate (SAR). The SAR limit for mobile devices is 2 W/kg. The maximum 
SAR value for this model handset, when placed on the ear, is 0.677 W/kg. 
As mobile devices offer a range of functions, they can be used in other 
positions, such as on the body as described in SoftBank's Body SAR Policy. 
In this case, the maximum SAR value is 0.321 W/kg*. 

Since the SAR is measured at the highest transmitting power level, the 
actual SAR during a call is usually much lower. This is because mobile 
phones are designed to operate at their minimum power levels necessary 
to communicate with base stations. 

The World Health Organization (WHO) has stated that present scientific 
information about mobile phone use does not indicate any adverse 
effects on the human body. They recommend limning talk time or using a 
handsfree device to keep the mobile phone away from the head and body 
to reduce influence of exposure to radio waves. 

Additional information can be found at the WHO website: 
http:/A«ww.who.int/emf 

* Measurements with handset placed on the body are carried out in 
accordance with the F 仁し standards. The values are based on European 



可 


Declaration of Conformity 


(€0168 


001 N is declared to conform with the essential requirements of 
European Union Directive 1999/5/EC Radio and Telecommunications 
Terminal Equipment Directive 3.1(a), 3.1(b) and 3.2. 

The Declaration of Conformity can be found on the following website: 
http://www.n-keitai.com/ 
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暗証ま号について 


本機のご利用にあたっては、次の暗記番号が必要に 
なります。 


端末暗記番号 

各機能を利用ずるとさに使用します。 

お買し、上げ時は「9999」に設定され 
てし1ます。 

否換機用暗証 
ま号備着信視 
制用暗記ま号） 

ご契約時の4巧の番号でず。契約内容 
の変更やオプシヨンヴービスを一般電 
話か5操作したり、発着信規制ヴービ 
スの設定を巧うときに使用しまず。 


r 端末暗証番号のを更 I 

巧受画面で@^1'設定_1^「セキュリティ設定」 

^^端末ぉ詔ま号をを J 


‘各暗証番号はお忘れにな5ないよラ、また、他人に知6 
れないよラごま意 < ださい。 

• 万一暗巧番号が他人に知5れ悪用された場合、その損 
害については、当社は一切の責任を負いかねます。 

‘各機能で暗証番号の入力を間違えると間違いを知6せ 
るメッセージび表示されます。巧作をやり直してくだ 
さい。 

• 入力を3回続けて間違えると、発着信そ見制ヴービスの 
設定変更びできなくなりまず。この場合、交換機用暗 
証番号(発着信規制用暗証番号)の変更びお、要となり 
ますので、ごを意ください。詳しくは、お問い合わせ巧 
( P .34) までご連絡ください。 

• 前、携帯電話か6発着信規制用暗証番号を変更され 
たお客様は、発着信規制を設定する際に、その変更され 
た番号を入力してください。 

• 端末暗証番号は、ソフトパンクモパイルホームページ 
( httpy / www . softbank . jp ) では操作用暗証番号と記 
載されています。 


USIM 力ード/ PIN コードについて 


USIM カードは電話番号やお客様情報が入ったに 

カードです。 USIM カード対応のソフトバンク携帯 

電話に取り付けて使巧しまず。本機のご利用には 
USIM カードび必要です。 

参 USIM カードの所有権は当社に帰属します。 

•紛失、破損などによる USIM 力ードの再発行は有償となります。 

• 解約、休止などの際は、 USIM カードを当社にご返却ください。 

参お客様ひ6ご返却いただいた USIM カードは、環境保全 
のためリヴイクルされてレまず。 

参 USIM カードの仕様、性能は予告なしに変更する可能性 
びあります。 

• お客様ご自身で USIM 力ードに登録された情報の容は、別 
にメモを取るなどして保管してくださるよ5お願いしま 
ず。万が一、登録された t 青報内容が消失してしまラことび 
あってち、当社としては責任を負いかねますのであ6か 
じめご了承ください。 

参国内外問わず USIM カードな6びにソフトバンク携帯電 
話 ( USIM 力ード挿入済み)を盜難•紛失した場合は必ず緊 
急利用停止の手続きを行ってください。緊急利用惇止の 
手続きはお問い合わせ先 ( P .34) までご連絡ください。 

参 USIM カードを取り付けるまたは取りがすとをは、 

USIM 力ードの切断面にごを意ください。手や指を傷つ 
ける可能性がありまず。 


USIM 力ードの暗話を号について 


USIM カー ドには PIN 1 コー ドと PIN 吕 コー ドといラ 
吕つの暗訂ま号があります。 


PIN 1コード 

第云ちによる本機の無断使用を巧ぐた 
めに使用します。 

お買い上げ時は「9999」に設定されて 
し、ます。 

PIN 2 コード 

通話料金の U セツトなどに使巧しまず。 
お買い上げ時は「9999」に設定されて 
し'> まず。 


[ PIN コードのをを] 

待受画面で® 一 r 設定 J 一 r セキュリティ設定 J 一 rpiN 
設を一 rpiNi コード類 j / r 円 N 2コードを恩 


[ 30 ~ 














ソフトウェア更新 


ネットワークを利用して本機のソフトウェア更新が 

必要かどラかを確認し、必要なとさには更新びでさ 

まず。 

参ソフトウてア更新を巧ラ前にすベての動作を終了させ 
るため、必ず電源をいったん切り、再度電源を入れてひ 
5、ソフトウェア更新を実行してください。 

参本機とパソコンを US 巨ケーブルで接続しているとさ 
は、ソフトウェア更新前に USB ケーブルを取りかして 
ください。 USB ケーブルを取り付けたままソフトウェ 
ア更新を実行ずると、正しく完了できないことがありま 
す。 

参確認/更新には、通信料はかか0ません。 

参ソフトウェア更新には、約30分程度かかる場合があり 
ます。更新び完了するまで、本機は使用でをません。 

参ソフトウェア更新を実巧する前に電池残量が十分かご 
確認ください。 

参ソフトウてア更新は電波状態のよいところで、移動せず 
に行ってください。 

• ソフトウェア更新中は、ほかの機能は操作できません。 

•必要なデータはソフトウ I ア更新前にバックアップす 
ることをおすすめしまず(一部ダウン□ー ドしたデータ 
などは、バックアップでをない場合ちありまず)。ソフト 
ウェア更新前に本機に登録されたデータはそのまま残 
りますが、本機の状況(故障など）により、データが失わ 
れる可能性があります。データ消失に関しては、当社は 
責任を負いかねますので、あ5かじめご了承ください。 

参ソフトウてア更新中は絶対に電池パックや USIM カー 
ドを取り外したり、電源を切5ないでください。更新に 
失敗ずることがあります。 

参ソフトウてア更新に失敗すると、本機が使用でをな<な 
ることがあります。その場合はお問い合わせ先 ( P .34) 
までご連絡 < ださい。 


可 


「ソフトウェアを巧 I 

待夏画面で@^['設定_!^1"その他設定_1^「ソフト 
ウェア更新 J 一 r ソフトウェア更新」 

ち巧は、■巧ガ巧い g 所で 
,巧»だすじち巧しで<巧 
古し、ま巧中は■話-乂一 
I し等の発)*®ヴできな < な 
ります。ぶろしいですヴ？ 


政降は、画面の指をにがって操作してください。 

mrjm 止山ん 

ソフトウてア更新が完了すると、自動的に再起動し 
ます。再起動後にソフトウてア更新完了画面が表示 
されます。 


-ソフトウェア更新をに再起動しなかった場合は、電池 
パックを取り列し、再度取り付けてか6電源を入れ直 
して < ださい。 

上記の動作を巧っても起動しない場合は、お問い合わ 
せ先 ( P .34) まで、ご連絡ください。 















巧証とア フターヴー ビス 


ております。 

参お買い上げ店名、お買い上げ曰をご確認 < ださい。 

参巧容をよくお読みのラえ、大切に保管してください。 
参保証期間は、保証書をご賣ください。 


最寄りのソフトバンクショップへご相談くださし、そな 
際でをるだけ詳しく異常の状態をお聞かせください。 

参保証期間中は保註書の記載内容に基づいて修理いたし 
ます。 

• 保詔期間をの修理につきましては、修理により機能がお 
持でをる場合は、ご要望により有償修理いたします。 


•本製品の故障、誤動作または不具合などにより、通話 
などの機会を逸したために、お客お、または第云者が 
受け5れた損害につさましては、当社は責任を負いか 
ねますのであ6かじめご了承ください。 

‘故障または修理により、お客様が登録/設定した内容 
が消失/変化する場合があ0ますので、大切な電話帳 
などは控えをとつておかれることをおすすめします。 
なお、故障または修理の際に本機に登録したデータ 
(電話喔/画像/サウンドなど）や設定した内容が消 
失/変化した場合の損害につをましては、当社は責任 
を負いかねますのであ5かじめご了承ください。 

•本製品を分解/改造すると、電波法にふれることがあ 
ります。また、改造された場合は修理をお引き受けで 
をませんので、ごま意ください。 

. アフターサービス についてご不明な 点は、 最寄りのソ 
フ トバンクシヨップまたはお問い合わせ先 ( P .34) ま 
でご連絡ください。 
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お巧い合わは巧一覧 


お困りのとさや、ご不明な点などがございましたら、 
お気軽に下記お問い合わせ窓□までご連絡ください。 
電話番号はお間違いのないよラにおかけください。 


ソフトバンクモバイルお客さまセンター 



ソフトバンク携帯電話か6 :1已7(無科） 
—般電話か日： 0800 -91 日-0157 (無料) 


紛失-故障受付 


ソフトバンク携帯電話か6 :113(無料） 

-般電話から： 0088-240-1 13備料） 

IP 電話などでフリーコールが繫がらない場合は、 
恐れ入0ますが下記の番号へおかけ < ださい。 


東日本地域 

022-3S0- 4380(有料） 

東海地域 

〇已 2-388-2002( 有料） 

関西地域 

06-7 臣白白-0180(有料） 

中国•四国•九州- 
み縄地域 

0白2-色 87-00 10(有料） 


ソフトバンクモバイル国際コールセンター 

海外か日のお問い合わせおよび盗難•紛失に 
ついては、下記の番号へおかけください。 

+8 1-3-53 已 1-3491 

(有料、ソフトバンク携帯電話か引ま無料） 























